
1

越谷市（政）の現状について

地勢
都心から２５キロ、面積６０．３１平方キロ
平坦で海抜３～５メートル、臨海型の気象

歴史
紀元前2000年頃は海、関東ローム層の低湿地
越谷の地名（地形に由来）、水郷こしがや
西暦７１０年頃 見田方に集落（遺跡）
江戸時代、日光廟参詣の宿場町、豊かな穀倉地帯

沿革
明治32年 東武鉄道開通 蒲生・大沢に駅
昭和29年 2町8カ村が合併し越谷町誕生
昭和33年 市制施行（11月） 全国で543番目 県下22番目
当時の人口 48,318人

プロフィール
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越谷市の人口推移と総合振興計画

平成18年
317,483人

昭和43年
105,492人

市制施行
（昭和33年11月3日）

48,318人

昭和52年
202,857人

平成10年
302,368人
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総合振興計画と市民要望総合振興計画と市民要望
◎第１次総合振興計画（昭和47年度～昭和60年度）

将来都市像 《水と緑と太陽に恵まれた近代的住宅都市》
【市民要望の上位】 ①市立病院の建設 ②下水道の整備

③道路の整備 ④公園緑地の整備
⑤農業用水路と排水路の分離

◎第１次総合振興計画（昭和47年度～昭和60年度）
将来都市像 《水と緑と太陽に恵まれた近代的住宅都市》

【市民要望の上位】 ①市立病院の建設 ②下水道の整備
③道路の整備 ④公園緑地の整備
⑤農業用水路と排水路の分離

◎第２次総合振興計画（昭和59年度～平成12年度）
将来都市像 《水と緑と太陽に恵まれた

ふれあいと活力ある文化都市》
【市民要望の上位】 ①下水道の整備 ②医療体制の充実

③鉄道高架の推進 ④防犯対策
⑤道路の整備

◎第２次総合振興計画（昭和59年度～平成12年度）
将来都市像 《水と緑と太陽に恵まれた

ふれあいと活力ある文化都市》
【市民要望の上位】 ①下水道の整備 ②医療体制の充実

③鉄道高架の推進 ④防犯対策
⑤道路の整備

◎第３次総合振興計画（平成12年度～平成22年度）

将来都市像 《水と緑と太陽に恵まれた
ふれあい豊かな自立都市》

【市民要望の上位】 ①高齢者福祉対策 ②自然保護等の環境保全対策

③地域医療や救急医療対策 ④駅周辺の市街地整備
⑤水害や地震対策等の災害対策

◎第３次総合振興計画（平成12年度～平成22年度）

将来都市像将来都市像 《水と緑と太陽に恵まれた
ふれあい豊かな自立都市》

【市民要望の上位】 ①高齢者福祉対策 ②自然保護等の環境保全対策

③地域医療や救急医療対策 ④駅周辺の市街地整備
⑤水害や地震対策等の災害対策
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第３次越谷市総合振興計画

夢・ビジョン（構想）

道筋・方向性（施策）

具体的取組み（事業）

基本構想
H12～H22年度

基本計画
前期：H12～H17年度
後期：H18～H22年度

実施計画
3か年、4か年計画

越谷市の将来像
地区別将来像

福祉・教育などの
分野ごとの方向性

■福祉や防災、教育など越谷市のまちづくりを進める上での

全ての基本となるもの

将来像と６つのまちづくりの目標(大綱)等
を位置づけ

６つのまちづくりの目標(大綱)等
にもとづく施策を位置づけ

施策を具現化するための各種事業を位置づけ
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４つの視点と１０の推進方策

環境共生

バリアフリー

自立・連携

地域性重視

1.水郷こしがやの復活と創造
2.自然環境や生態系に配慮した循環型社会
の形成

越

谷

ら

し

さ

3.総合的なバリアフリー社会の実現
4.男女共同参画社会の実現

5.県南東部地域の中核を担う都市づくり
6.災害に強い都市づくり
7.地方分権型社会をつくるための開かれ
た行財政運営

8.地域福祉と健康づくり
9.伸びやかに子どもが育つ家庭や地域の環
境づくり
10.パートナーシップ（協働）の地域づくり
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基本計画の体系
将来像 ： 水と緑と太陽に恵まれたふれあい豊かな自立都市

地域づくり

教 育

産 業

環境・防災

都市基盤

福祉・健康

大綱１

大綱２

大綱３

大綱４

大綱５

大綱６

行政運営・市民協働

実現の方策

６つの大綱と実現の方策
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2010年（平成22年）には33万人
を超える見通し。

これまでの推移と
今後の見通し
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これまでの推移と
今後の見通し 少子化・高齢化が急激に進む。

人口構成
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市町村財政比較分析表（平成１６年度）
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市町村財政比較分析表（平成１６年度）



11

市町村財政比較分析表（平成１６年度）
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市町村財政比較分析表（平成１６年度）
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まちづくりの方向性

「市民参加」と「協働」

「協働」 （collaboration＝共同作業 ）
阪神淡路大震災を契機に「協働」が注目

自主性尊重、対等な立場、相互補完、協力

一方で、公共施策の負担転化という疑念

政策形成への参画が重要

（例：計画策定や条例づくりへの参画）
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住みよさ＝「越谷」らしさ

都市の個性
土地の形状、シンボル、特産品、観光資源（歴史・景観）

住みよさ（地域への愛着形成）

安全・安心（防災・防犯）

子育てしやすい、医療・介護の充実、生活の利便

住環境（自然、都市基盤整備）

地域コミュニティ

「越谷」らしさ→市民協働によるまちづくり
自治基本条例制定（平成21年3月を目標）

第4次総合振興計画（平成23年度からスタート）


